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【議案第  号資料】                             

 

塩竈アフタースクール事業について 

 

１．事業概要 

  塩竈アフタースクール事業は、地方創生推進交付金を活用し、放課後に子どもにとって魅力

的な事業を提供し、次代を担う子どもの育成を図る事業です。 

  地域コミュニティ、ボランティア、行政、民間事業者等が協働し、地域資源を活用した事業

の実施を運営主体が連絡・調整して、放課後の子どもの居場所づくりを行います。 

  子どもが安心して充実した放課後を過ごせる環境を構築することで、保護者等が就労しやす

い環境を整備するとともに、住みよいまちづくりを進め、定住促進につなげます。 

 

２．事業期間 

  平成 29 年 1月～平成 31 年 3月（3か年度） 

 

３．事業内容 

 【平成 28 年度】 ○保護者へのニーズ調査・分析等 

           現状及びニーズの把握のため、対象世帯にアンケート調査等を実施 

 【平成 29 年度】 ○塩竈アフタースクール事業の開始 

           実施事業の企画、関係機関への連絡、調整 

           新規事業の展開及び既存事業の充実・拡大（平成 30 年度まで継続実施） 

 【平成 30 年度】 ○効果検証アンケート調査 

           事業の効果検証及び今後のニーズ調査 

 

４．スケジュール 

  平成 29 年 1月～  ニーズ調査・分析等 

  平成 29 年 4月～  新規事業の展開、既存事業の充実・拡大、事業の周知 

  平成 30 年 4月～  新規事業の展開、既存事業の充実・拡大 

事業の効果検証及び今後のニーズ調査 
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塩竈アフタースクール事業のイメージ 

 

 

 

 

 

アフタースクール事業 

・企画、連絡、調整 

・事業設立支援、ＰＲ 

・保護者等の就業支援 

スポーツ 

教室等 

ポーツ教室 

子ども食堂 

放課後児童クラブ

（仲よしクラブ） 

放課後等 

ディサービス 

 

学びの教室 

児 童 館 の 選 択 肢

 

 
高齢者の活躍 

（例） 

・大学等の連携による 

新たな学びの展開 

・学力向上 

・シルバー力の活用 

・ボランティア活動 

 

（例）支援を要する児童

の支援（療育） 

 

（例）スポーツ教室等 

・体力・運動能力向上 

・ボランティア・市民活動 

・体験参加型の事業等 

 

（例）子どもの貧困対策 

・ひとり親世帯援助 

・ボランティア活動 

 

 

機能移転（平成 31年度～） 

・事業継続支援、ＰＲ・保護者等の就業支援 

（その他の事業効果） 

・事業全体を通しての見守り（子どもの貧困対策） 

・事業を通した相乗効果（コラソン・けやき教室との連携） 

子育て支援センター

 

○子どもが放課後に過ごす時間の充実 

○保護者等が就業しやすい環境の整備 

住みよいまちづくり（定住促進） 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブ

（幼稚園併設型） 


